






尿路感染症惹起性大腸菌には特定の限られたクローン株があり,これらのクローン株は組

織障害性(瘢痕形成)が強い。一方,生理的に尿中に排泄される Tamm-Horsfall 

glyco-reotein(THGP)に対するモノクローナル抗体による検査で,尿の腎内逆流が考えられ

ない対照腎の,光顕的にも正常な糸球体ボウマン嚢に接した部分にも epitope が認められ,

従来,逆流性腎症の発病機序の一つと推定されてきた THGP の自己免疫による組織障害(瘢

痕形成)は考え難い。しかし,THGP と尿細管性蛋白の一種である尿中 free light chains と

は非免疫学的結合が認められ,この結合が腎尿細管の閉塞ひいては瘢痕形成を促進するこ

とが推察された。 


